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１．町民意見交換会実施概要

P1

開催地区 開催日時 参加者

本町地区 令和５年８月２１日（月） １０：００から １５名

大沼地区 令和５年８月２１日（月） １５：００から ８名

藤城・峠下地区 令和５年８月２２日（火） １０：００から ３名

大川・大中山地区 令和５年８月２２日（火） １４：００から ５名

目的

 令和５年２月から５月まで実施した七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験の

利用状況や今後の交通のあり方に関する意見の集約を行い、今後の検討の基礎資料とす

る。

対象
 町内４地区の町民を対象

（本町地区、大川・大中山地区、藤城・峠下地区、大沼地区）

場所

 本町地区：七飯町文化センター（本町６丁目１番２号）

 大川・大中山地区：大中山コモン（大中山３丁目２７５番地２）

 藤城・峠下地区：上藤城会館（字上藤城５番地１）

 大沼地区：大沼多目的会館（字大沼町５０２番地１）

議論テーマ
 七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について

 本町市街地までのより利便性の高い移動手段の確保について

■当日概要



２．意見交換会 結果要旨（本町地区）

P2

■開催日時・場所

・令和５年８月２１日（月）１０：００から

・七飯町文化センター スターホール

・参加者：１５名

■ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について

・１乗車で５００円分の割引では移動できる範囲が限られる。

・５００円分の割引でも十分にありがたかった。

・携帯電話を持っていないため、外出先からタクシーを予約す

るのが難しい人がいた。

・今回の実験は良いことなので、継続してもらいたい。

・利用者は、感謝している方が多いと思う。今回の結果を踏まえ、実施を検討してほしい。

■今後の交通のあり方について

・目的地である店舗などと連携したコミュニティバスを運行させることも有効ではないか。

・更なる効率化を図った移動施策を検討してほしい。

■その他

・この意見交換会のような機会を定期的に開催してほしい。

・意見を集めることは重要だが、町民側も要望ばかりではなく、自身で考え町と協働する姿勢を示す必要があ
る。



２．意見交換会 結果要旨（大沼地区）

P3

■開催日時・場所

・令和５年８月２１日（月）１５：００から

・大沼多目的会館 第１研修室

・参加者：８名

■ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について

・大沼地区は移動距離が長いため、１乗車５００円の割引

では足りない。

・市街地まで距離がある大沼地区には、他の地区とは違う独自な施策が必要である。

・タクシーだけの施策では厳しい。

■今後の交通のあり方について

・移動手段がなく困っている人がたくさんいる。大沼地区独自の移動手段を検討し、すぐにでも実施す
る必要がある。

■その他

・利用券を使用した人は本当に困っている人。移動手段がない。そのため、今回の意見交換会の場にも
参加できないという状況を認識してほしい。



２．意見交換会 結果要旨（藤城・峠下地区）

P4

■開催日時・場所

・令和５年８月２２日（火）１０：００から

・上藤城会館 集会室

・参加者：３名

■ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について

・普段はバスで通院しているが、タクシーを割引で利用

できたので助かった。

・今回の実証実験は、冬期間の実施だったが、今年のように

猛暑だとバスを待つことも大変なので、夏期間の実施も検討

してほしい。

・金額や枚数に関して特に問題を感じなかった。

■今後の交通のあり方について

・大沼地区で以前運行していたバスが藤城・峠下地区でも運行されると良いと思う。

・大沼地区のようなバスとタクシー利用券を組み合わせた施策を期待する。

■その他

・コープのトドックなどの移動販売車が各地区に来るが、やはり直接商品を手に取って買い物がしたい
と思っている人は多いと思う。



２．意見交換会 結果要旨（大川・大中山地区）

P5

■開催日時・場所

・令和５年８月２２日（火）１４：００から

・大中山コモン 農事大会議室

・参加者：５名

■ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について

・非常に良い取組だったが、期間が短かったと思う。

・１枚５００円の割引で良いと思うが、複数枚使用できるように

してほしい。

・買い物帰りは荷物が多くなるので便利だった。

・利用方法が分からなかった人がいた。

・タクシーの運転手が不足しているせいか、利用したいときに配車してもらえないことが何度かあった。

■今後の交通のあり方について

・乗合タクシーを運行することで、利用するタイミングが集約され、効率的な運用ができるのではないか。

・タクシーだけではなく、バスなどの公共交通にも利用できる共通の割引制度があると良いと思う。

・スクールバスを利用した混乗方式も検討できないか。

■その他

・実証実験期間が短いことや周知が足りていないと思う。


